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Ａ ほぼ達成できた。（８割以上） 4

Ｂ 概ね達成できた。（６割以上） 3

Ｃ 不十分である。(４割以上) 2 あまりできていない。

Ｄ 達成できなかった。（４割以下） 1

番号 達成度 意見・要望等

・引き続き、強行遠足等を通じて体力や忍耐力の向
上への取り組みをお願いするとともに、生徒が粘り強
く課題の解決に努めることができるよう期待してい
る。
・応援練習についての批判は今も昔も同じである。賛
成する意見も当然ある。伝統的な行事をいかに時代
に適合させ継続するかという視点が大切である。

4

評価

・子どもたちは、新型コロナウイルス感染症による影
響が大きい。いじめや不登校などはコロナ禍を経たこ
とにより、生徒の人間関係を構築する能力が未発達
となったと考えられる。それを補うような指導をLHR等
を中心に進めてもらいたい。
・これからの時代においては、自らの考えを相手に分
かりやすく表現する機会がますます増えてくると思わ
れる。そのためには、探究活動を通じての問題解決
能力、実践的コミュニケーション能力などの育成は、
生徒の希望する進路実現のためにも重要となります
ので、一層の能力向上のための指導をお願いした
い。

B

【生活環境】ホームルーム活動や学校行事などを通して、いじめの未然防止や道徳心の育成
に取り組んでいる。保護者アンケートの結果は前期と同じで７８％である。SNSなどを通じた対
面以外でのコミュニケーションにおいて、問題が起こらないようにするにはどうすればよいか
をホームルーム活動を通して確認した。
【生徒会】ボランティア活動の募集増加に伴い、ボランティアボードを活用してボランティアに
参加する生徒は増えた。
【進路】DRPの参加を通して、自分の特性を見つめ直すことや、様々な世代との交流から社会
について学ぶことができていた。職業観を養うことにより、進路について考える機会となった。
【探究推進】特に1年生において、校内ブランドサミット以降、メンターブラッシュアップも経て、
テーマを絞り取り組んでいた。また、他者と協働しながら取り組む姿勢が身に付いた。
【学習研究】自他理解を深め、将来にわたって他者と協働しながら社会生活を行うための職
業観を育むために、先端企業見学やライフプランニング力育成講座等を企画実施した。
【1学年】学園祭やHR活動、探究班などのグループ活動を通じて、他の意見を聞き、多様な価
値観を共有する機会を得た。
【2学年】さまざまな価値観を受け入れ協働して取り組まなければならないことについて、より
深く考えられるようになってきたと感じる。自身と他者の意見を、様々な根拠をもとに比較し
検討する姿が多く見られた。
【3学年】自分のことしか考えられない生徒もいる一方で、多くの生徒は他者に対してやさしく
思いやりがある。学校行事や受験の経験を通して、生徒達は成長していった。

4

【生活環境】LHR内で取り扱う道徳的内容を一層充実させ、生徒の道徳心向上と違
いを受け入れる広い心を醸成する。今後もコミュニケーション方法が多様化してくる
ので、それぞれの方法でより良い人間関係構築に繋がるような指導をホームルー
ム活動を通して実践していく必要がある。
【生徒会】ボランティアボードにはさまざまな募集があり、ボランティア活動の募集の
みに精選することを検討している。
【進路】キャリアパスポートは学校行事やDRPなどを書き留め、学びの足跡を可視化
することにより、自身の変容や成長を自己評価するものであることを生徒、教職員と
もに再確認したい。
【探究推進】部活動や様々な学習活動と並行しながら、協働的に探究に取組み、効
率的、計画的に取り組みができるように指導したい。
【学習研究】総合的な探究の時間の企画内容について、学年や担任との連携を密に
しながら、生徒の将来的な社会参画につながるものを模索しながら、今後とも継続
実施していきたい。
【1学年】コミュニケーションが苦手で友人関係をうまく構築できない生徒がいる。他
者とのかかわりを考えさせるような機会を設けていきたい。
【2学年】メンタルヘルスに関する事案が、昨年度よりも多く見受けられるようになっ

てきた。自身の思い込みがSNSに助長させられ確信に変わってしまっている。SOSの
サインを見逃さないよう、教員間の情報共有が大切であると感じる。
【3学年】家庭環境に起因する問題は、校内の対応で解決に導くことは難しい。外部
の機関の協力を仰ぎながら、対応していくことが必要である。

【教務】日常の業務において、業務の適正化・効率化を意識している。他の分掌との連携や
係内での分担も円滑に行いたい。
【生活環境】事務室の協力により、ワックス塗り作業場所の一部や化学モップのクリーニング
作業を外注化でき、負担軽減を図れた。
【進路指導】デジタル化の促進と係内での適切な業務分担を実践している。
【保健相談】デジタル化の促進と係内での適切な業務分担・こまめなコミュニケーションを実
践している。
【生徒会】Googleclassroom等の活用で、アンケートなどは効率化できている。
【総務広報】係内でコミュニケーションをとることと適切な業務分担を目指している。
【探究科】分掌内での業務分担と協働により、業務の負担軽減を図った。
【探究推進】分担を当初から決め、作業の効率化を図った。
【学習研究】前年度の資料を修正する形で今年度の資料を作成し，次年度に繋がるようにし
ている。
【体育振興】第94回強行遠足は分掌・係業務が円滑に展開され、確実な準備体制のもと安全
に行事を終了、生徒・職員・保護者・同窓会の一体感を味わう行事となった。
【1学年】BYODを導入した学年として、デジタル化できるところを模索してきた。欠席フォーム
の運用を次年度から考えている。
【2学年】学年に関わる業務においては、業務内容が複雑にならないこと、特定の教員に業務
が偏らないことを意識した。
【3学年】学年行事について、常に数か月先を見据えた連絡・確認を継続し、職員の、業務へ
の焦燥感・負担感の軽減ができるように心掛けた。

B 4

【教務】コロナ前に近い教育活動が戻ってきた中で、来年度に向けて行事の見直し・
精選、諸会議の効率化等を図っていきたい。来年度3月について、成績処理の時間
を確保できるように授業実施時間を検討する。
【進路指導】引き続き省資源と業務の効率化に努める。進路の各業務の必要性や
重要性を検討し、業務のスリム化をはかっていく。来年度は、土曜学習の実施回数
を減らし、模擬試験の監督を依頼する学生数を増やす。
【保健相談】生徒及び生徒を取り巻く環境が多様化するなか、カウンセラーや外部機
関と保健室、関係職員との協力体制により、特別支援体制をより強固に確立するこ
とが必要である。
【生徒会】特に一高祭前は遅くまで残らなければならず、長い時間外勤務になってし
まった。
【総務広報】強行遠足やオープンスクールなど特に大きな行事では業務の効率化の
重要性を感じている。また、分掌内や他分掌との業務内容の調整等も必要である。
【探究科】学科内で企画・運営しなければならない行事等もあり、負担の軽減が難し
い面もある。
【探究推進】来年度の新しい事業に取り組むにあたり、さらに効率化を図る必要があ
る。
【体育振興】事前に分掌・係業務を明確化し、全職員体制にて準備作業を展開す
る。
【学年】授業プリントやアンケートのデジタル化によって負担が減ったところもある
が、かえって負担が増えたところもある。精選して進めていきたいと考える。こだわり
を持つところと捨てるところのバランスが教員には大事だと思う。

３　やわらかい私：複眼的視点を持った生徒　・他者と協働できる生徒　・状況に即して自己変容できる生徒 　山梨県学校教育指導重点     「地域や世界で活躍できる人材の育成」

４　働き方改革：教員の働き方改革の推進

【教務】３観点別評価について、学校全体で評価方法について検討する場を設けた（学校担
当指導主事訪問ならびに教育課程研究集会）。各教科・科目ごとの評価の工夫を、全体で共
有・発展させていきたい。教科指導において、主体的・対話的で深い学びを意識し、教育活動
に工夫と改善を行っていただいていることが伺える（９２％）。
【生活環境】学校生活を一層充実させるために各自の役割を認識し、仲間と協力して自発的
に環境美化・清掃活動を行っている生徒が多い。（８９％）
【保健相談】生徒が日々の健康観察を行うことで、健康の保持増進に主体的に取り組むこと
ができた。保健室より発信される保健だよりや講演会等を通して、感染症に関する知識を得
て、感染防止対策が実践できた。
【生徒会】制服検討委員会への参画など、全校生徒が快適に生活できるように努力する姿勢
が見られた。
【探究科】夏季学習会を4日間実施。３学年が同じ会場で自学自習することで，刺激し合う効
果もあり，長時間集中して学習に取り組む力の育成は，概ね達成できた。
【探究推進】積極的に実地調査やアンケート活動を実施し、地域の大人と関わり、主体的に
探究活動に取り組んでいる。また、プレゼン活動にも意欲的になった。
【学習研究】教育課程全体研究集会では教科ごとに観点別評価を実施していく際の課題につ
いて全職員で共有し、教科横断的に研究協議する場を設けて授業改善の推進へとつなげ
た。
【進路】進路講演会は学年ごとにその時期に見合った内容を提示した。生徒は学習方法や進
路選択に向けての情報を積極的に得ようとする姿勢が見られた。DRPへの関心も高かった。
【1学年】学習記録表などを活用して学習意欲の向上を促し、学習習慣の定着を図った。総合
的な探究の時間やグローバル探究を通して知識を深め、プレゼンテーション能力を磨いた。
【2学年】自分で計画して「やるべきこと」を見つけるという意識に加え、自身の弱点克服に関
して工夫して取り組む生徒が多くなってきたと感じる。Classi入力による学習の「見える化」が
大きな後押しとなっている。
【3学年】受験生となり、秋以降は放課後教室や自習室に残り自主的に学習する生徒が目
立ってきた。目標を持ち、主体的に学習に取り組んでいる生徒達が増えてきた。

【教務】教職員アンケートでは、教育課程の編成については98％の高評価をいただ
いたが、３観点評価については87％に留まっている。今後は、効果的な評価の仕方
について工夫できるようにしていきたい。授業をはじめ、様々な学校行事が持つ教
育的効果を再確認し生徒への負担の大きさ、教員の業務量などとのバランスも考
え、教育課程の工夫・改善に努めたい。
【生活環境】節電・節水・資源のリサイクル活動に関しては前年度よりも２％ポイント
を下げているので、こちらの意識や取り組みを充実させる。
【保健相談】健康観察の入力や記入を行う上で、学年との共通理解と生徒への指導
の徹底が必要。継続的に感染症予防対策を徹底にさせる必要がある。
【生徒会】話し合いを通じた企画運営がなされているという生徒の評価は前期と比
較して横ばいである。生徒自治という観点で多くの生徒が納得する運営ができるよ
うに導きたい。
【探究科】部活動の夏季大会，大学のオープンスクールや公開講座，探究活動等と
日程が重なる生徒が多く，空席も目立った。生徒の自主的な活動の時間確保の視
点から、実施に係る再検討も必要。
【探究推進】様々な活動（講演会や実地調査など）において、自身の意見がはっきり
述べられるように継続して指導していきたい。
【学習研究】生徒・職員が図書館を積極的に活用できる雰囲気づくりと環境構築を念
頭に置きながら、研修資料室の環境整備と利便性の高い図書館運営、図書委員会
活動の活性化を図りたい。
【進路】進路実現のために今何が必要であるか自ら考えることができ、学習習慣の
定着や課題の意義を考えて行うように促していきたい。
【1学年】BYODを活用し、生徒自身が生活習慣を振り返ることにより、学習習慣の定
着につなげる。また、興味のある分野の発展学習につなげていきたい。
【2学年】精神面での自律に関して家庭の支援は必要不可欠であることを前提とし
て、学校が連携していくことのむずかしさも感じる。担任の日々の業務に加え家庭と
の連絡・懇談は大変な負荷である。分担を丁寧に考える必要がある。
【3学年】自主的に学習に取り組むのが、全体的に見れば、秋以降で遅かった。部活
動引退後、夏休み前には教室に残り学習する雰囲気作りができればよかった。

【進路】担任、学年と連携し、Classiへの入力の働きかけを共通理解を持って進めて
いきたい。継続することが習慣化につながり、実力を付けることに有効であることを
意識させたい。
【探究科】
英語でのプレゼンテーションや論文作成などの機会を設けることで、英語活用能力
の伸長が見られるが、一方で探究活動の内容を掘り下げる時間が不足しがちな場
面も見られる。
テーマや問いの設定、計画の工夫が必要。
【探究推進】真面目がゆえに外部の意見をうのみにしてしまう傾向が否めない。ビ
ジョンをしっかり定め論拠立てて主張していく姿勢を養いたい。
【学習研究】探究課題の内容に関連した先行研究や学術論文等にも目を向けさせ、
問題解決能力を高めたい。蔵書を収集する際アンケートの導入やレファレンス機能
の活用を推進させたい。
【体育振興】全般的に体力の低下が否めない。日常における個人的な運動習慣によ
る体力の向上を目指したい。また、雨天時の継続、中止等の判断について課題が
残った。
【1学年】コロナ禍で行動制限のある中学時代を送った世代であり、体力的にも精神
的にも弱い生徒が多かった。今後も様々な経験を通して成長する機会を持たせるこ
とが必要である。
【2学年】話し合いや他クラス他グループとの交流を通し、多様な価値観を知る機会
が多くあった。何度も話し合いを重ねることの重要さ、折り合いをつけ、前に進んで
いくことの大切さを学んでほしい。
【3学年】面倒なことから逃げてしまう生徒もいて、３年生になっても欠席者が目立っ
た。進路決定者の中には、進路が決まった後、気が抜けた生徒もいた。

【教務】３観点別評価について、学校全体で評価方法について検討する場を設けた（学校担
当指導主事訪問ならびに教育課程研究集会）。各教科・科目ごとの評価の工夫を、全体で共
有・発展させていきたい。教科指導において、主体的・対話的で深い学びを意識し、教育活動
に工夫と改善を行っていただいていることが伺える（９２％）。
【生活環境】学校生活を一層充実させるために各自の役割を認識し、仲間と協力して自発的
に環境美化・清掃活動を行っている生徒が多い。（８９％）
【保健相談】生徒が日々の健康観察を行うことで、健康の保持増進に主体的に取り組むこと
ができた。保健室より発信される保健だよりや講演会等を通して、感染症に関する知識を得
て、感染防止対策が実践できた。
【生徒会】制服検討委員会への参画など、全校生徒が快適に生活できるように努力する姿勢
が見られた。
【探究科】夏季学習会を4日間実施。３学年が同じ会場で自学自習することで，刺激し合う効
果もあり，長時間集中して学習に取り組む力の育成は，概ね達成できた。
【探究推進】積極的に実地調査やアンケート活動を実施し、地域の大人と関わり、主体的に
探究活動に取り組んでいる。また、プレゼン活動にも意欲的になった。
【学習研究】教育課程全体研究集会では教科ごとに観点別評価を実施していく際の課題につ
いて全職員で共有し、教科横断的に研究協議する場を設けて授業改善の推進へとつなげ
た。
【進路】進路講演会は学年ごとにその時期に見合った内容を提示した。生徒は学習方法や進
路選択に向けての情報を積極的に得ようとする姿勢が見られた。DRPへの関心も高かった。

【1学年】学習記録表などを活用して学習意欲の向上を促し、学習習慣の定着を図った。総合
的な探究の時間やグローバル探究を通して知識を深め、プレゼンテーション能力を磨いた。
【2学年】自分で計画して「やるべきこと」を見つけるという意識に加え、自身の弱点克服に関

して工夫して取り組む生徒が多くなってきたと感じる。Classi入力による学習の「見える化」が
大きな後押しとなっている。
【3学年】受験生となり、秋以降は放課後教室や自習室に残り自主的に学習する生徒が目
立ってきた。目標を持ち、主体的に学習に取り組んでいる生徒達が増えてきた。

B

自　　　　　己　　　　　評　　　　　価

①キャリアデザインの探究
【進路指導】・ドリームリアルプラン（DRP)・進路講演会及び「総合的な探究の時間」を通
してキャリアデザインを探究させる。併せて,キャリアパスポートの活用を推進する。
【学習研究】・生徒の実状を考慮したプログラムを検討・計画し，それぞれのプログラム
の意義を生徒によく理解させ，積極的に取り組ませる。
②強行遠足
【体育振興】・生徒へ強行遠足の意義や安全に対する啓蒙活動に努める。
・協力者の確保・打合せ及び関係機関との連絡調整を行い，安全対策を図る。
③論理的な思考力・判断力の涵養
【探究科】・文系，理系を問わず，様々な探究活動を通して，物事を筋道立てて考える
思考や態度を育てる。同時に各自のテーマに沿って英語でプレゼンテーションができる
能力を育成する。
【探究推進】・「グローバル探究Ⅰ・Ⅱ・Ⅲ」及び「グローバル公共」を通じて，グローバ
ルな視点を養うとともに，課題発見力や論理的思考力，創造力，コミュニケーション力，
発信力を育成する。
【学習研究】・探究の手段としての新書読書や先行研究論文精読により論理的な思考
活動を訓練し，教科横断的に汎用できる応用力の育成を目指す。

B
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学校目標
経営方針 文化の香りがする懐が深い進学校

良くできている。

できている。本年度の
重点目標

甲府第一高等学校校長　　安達　徹

できていない。

達

成

度

２　たくましい私：ﾀｲﾘｮｸ（体力/耐力）のある生徒,答えのない課題にひるまない生徒,道徳心のある生徒　  　   山梨県学校教育指導重点      「豊かな心の育成」    「健やかな体の育成」

１　おもろい私：主体的に学ぶ生徒, 知識を創造のために活用する生徒,考えを表現する生徒　 　　                 山梨県学校教育指導重点  　「確かな学力の育成」

①いじめ防止に向けた取組の推進
【生活環境】いじめ実態調査等の実施により、いじめの早期発見に努める。
・LHR等を利用して、多様な価値観を認める心の教育に努める。特に、SNSを含めた
ICTによる情報発信について考えさせる機会を持つ。
②キャリア関連事業の充実
【進路指導】・DRPへの積極的な参加を督励し、職業意識を高める。
・各学年と連携し、キャリアパスポート等を有効に利用して生徒のキャリア発達を促
す。
③環境美化/施設訪問等のボランティア活動の充実
【生徒会】・ボランティアボードの更新の頻度を上げ、生徒の多くが積極的にボランティ
アに参加できる環境を整える。
④批判的思考力，問題解決能力，実践的コミュニケーション能力の育成
【探究推進】・探究科の教育を通じ、自主的に課題を解決する姿勢・能力の育成に努め
る。
【学習研究】・探究の手段としての新書読書や先行研究論文精読により批判的思考
力、問題解決力の育成を目指す。
・探究活動における生徒の学習意欲向上につながる評価のあり方を研究する。特に、
観点別学習状況評価における学校全体としての統一したベースづくりを検討する。

【教務】コロナ前に近い教育活動が戻ってきた中で、来年度に向けて行事の見直し・精
選、諸会議の効率化等を図っていきたい。来年度3月について、成績処理の時間を確
保できるように授業実施時間を検討する。
【進路指導】引き続き省資源と業務の効率化に努める。進路の各業務の必要性や重要
性を検討し、業務のスリム化をはかっていく。来年度は、土曜学習の実施回数を減ら
し、模擬試験の監督を依頼する学生数を増やす。
【保健相談】生徒及び生徒を取り巻く環境が多様化するなか、カウンセラーや外部機関
と保健室、関係職員との協力体制により、特別支援体制をより強固に確立することが
必要である。
【生徒会】特に一高祭前は遅くまで残らなければならず、長い時間外勤務になってし
まった。
【総務広報】強行遠足やオープンスクールなど特に大きな行事では業務の効率化の重
要性を感じている。また、分掌内や他分掌との業務内容の調整等も必要である。
【探究科】学科内で企画・運営しなければならない行事等もあり、負担の軽減が難しい
面もある。
【探究推進】来年度の新しい事業に取り組むにあたり、さらに効率化を図る必要があ
る。
【体育振興】事前に分掌・係業務を明確化し、全職員体制にて準備作業を展開する。
【学年】授業プリントやアンケートのデジタル化によって負担が減ったところもあるが、
かえって負担が増えたところもある。精選して進めていきたいと考える。こだわりを持つ
ところと捨てるところのバランスが教員には大事だと思う。

2

・重複したものは統合してできるだけシンプルにして
こそ継続可能な形となる。
・施設設備の問題であれば、同窓会も必要であれば
協力する。
・今年度の前期と比較すると改善しており、成果は上
がっていると思われる。しかし、前年同期と比較する
と肯定率が低下している点が気になる。教員の適切
なワークライフバランスの確保のためにも、より一層
の取り組みをお願いしたい。

学校関係者評価

本年度の重点目標 年度末評価　（令和６年２月２日現在） 実施日　（令和６年２月１９日）

1 4

・ICTなどのデジタルツールを活用した授業が、生徒
の中で浸透してきていることが見て取れる。保護者
からの肯定率が高いことから、今後も継続した取り組
みを期待する。
・社会が求める人材が変わりつつある。単なる知識
詰め込み型ではなく、事象に対して課題を出し、それ
を協働して解決する力をもった人材が求められてい
る。評価は高いが、今後も指導する教員が意識を高
く持ち、今後も改善を続けてもらいたい。
・探究については、一高はこれまでフロントランナーと
してやってきた。他校には一高のスタイルから入って
いる学校もある。一高はさらに次のステップへ、国際
会議等を計画的に進めていくことを期待している。
・図書館に関する質問内容を検討した方が良い。生
徒や教員が必要とする蔵書が整っているかどうかを
質問する方が実質的である。

自己評価結果 成果と次年度への課題・改善策各分掌における取組

①相互授業参観の推進
【教務】・相互授業参観や教科指導主事訪問を活用して授業改善を推進する。
②教科会議の積極的な実施
【各教科】・3観点による評価計画、評価指標を作成し、生徒の実態に合わせ改善す
る。
③主体的・対話的で深い学びの実現
【教務】・教材や学習内容に適した探究活動や主体的・対話的で深い学びを推進し，そ
の評価方法もあわせて研究する。
【保健相談】・保健だよりや個別指導・講演会の開催等を通じて、健康の保持増進と感
染症予防対策に主体的に取り組む生徒を育てる。
【生徒会】・生徒が諸活動に主体的に取り組むことを推進し，自立心の育成に努める。
【探究推進】・主体的な課題解決力を育む取り組みを大切にしながら，異文化理解と国
際交流の推進する。
【学習研究】・各教科の観点別学習状況の評価と授業改善を連動させる手立てを検討
し，授業改善を推進する。
・授業におけるICT活用の事例を共有し，授業における効果的な活用を推進する。
④授業との関連を図った学習の推進【各種講座、学習会、模擬試験の実施】
【教務】・授業を最大限に活かす家庭学習の定着を推進する。
【進路】・学年との共通理解により学習記録(日日新またはClassi)や土曜学習、課外の
意義を的確に伝えながら，効果的に活用する。
【探究科】・進路指導係と連携して探究科夏季学習会を実施し，学力向上を目指し、長
時間にわたって集中して学習に取り組める力を養う。
⑤自習室・図書館の有効利用
【学習研究】・生徒・職員が図書館を利用できる環境を整えるとともに，図書委員会の
活性化を図る。


